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	 バイオセンシング分野において、メタマテリアル構

造のフラクタル化の研究が行われている。この目的と

して、ディップ数の増加・電場増強が挙げられる。例

として、H型メタマテリアルのフラクタル化によるデ
ィップ数の増加[1]、三角形のシェルピンスキー構造に
よるギャップ間電場増強のシミュレーション[2]など
が挙げられる。このように、メタマテリアル構造のフ

ラクタル化はバイオセンシング分野で期待できる方法

の一つである。 
	 本研究では、向かい合う２つの三角形を単位構造と

した３種類の金属表面パターンにおいて、それぞれテ

ラヘルツ波領域における透過率の測定を行った。本研

究の目的は、基本的な金属表面パターン（向かい合う

三角形）のサイズ、細部構造を変えることによる透過

スペクトルの変化を検討することで、バイオセンシン

グに最適な金属表面パターンの候補を見つけることで

ある。波長以下の周期構造を保持する金属構造（メタ

マテリアル）は、その共振周波数のシフト特性により、

テラヘルツ領域バイオセンシングにおける、選択性・

感度向上への期待がされている。 
	 Fig 1に本研究で作製した３つのパターンを示す。
フォトリソグラフィー法とスパッタリング法により、

1×1cm2のサファイア基盤上に縦 30µm、横 10µmの
間隔を開けて配置された金属パターンを作製した。パ

ターン Aは底辺・高さ 50µmの三角形が 3µmのギャ
ップを経て向かい合う構造になっており、Bは Aを一
段階フラクタル化したもの、Cは Bのスケールを 2倍
に拡張したものである。 
	 透過率測定は、Advantest製 TAS7400TSを用いた
テラヘルツ時間領域分光法により行った。Fig 2より、
パターン A、B、Cはそれぞれ 1.34、0.60、0.56THz
で共振を起こすことが分かった。それぞれ比較を行う

と、パターン Aが最も透過率が大きく、これはテラヘ

ルツ波が照射する総面積に対する金属部分の割合が大

きいためであると考えられる。また、Aと Bの比較で
は、フラクタル化により、おおよそ 0.74THzの共振周
波数の違いが起こることが分かった。今後は、本研究

で作製したメタマテリアルを用いてセンシングを行い、

感度を評価するとともに、もっと高度にフラクタル化

された構造との比較も行い、高感度・高選択性メタマ

テリアルの作製に向けて検討を行っていく。 
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